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配合剤の取扱いについて 
 

１．内用配合剤の薬価改定について 

 

１）これまでの経緯 

○ 内用配合剤のうち、配合されている成分が特例引き下げを受ける場合

の取扱いについて検討を行うこととされた。 

 

○ 内用配合剤の算定について単剤の後発医薬品が出てきても特例引き

下げを受けないということになると、患者さんにとって一体何のメリ

ットがあるという議論もある。やはり算定ルールについてはご議論い

ただいた方が良いのではないか。（平成２２年３月３１日総会、安達委

員） 

○ 後発医薬品が出そうになった段階で配合剤にすれば特例引き下げを

回避できるということもありうる。この件については薬価専門部会で

御議論をいただきたい。（平成２２年３月３１日総会、遠藤会長） 

（平成 22年 12月 15日 中医協 薬－１ 抜粋） 

 

○ このことに関し、平成２２年１２月１５日開催の当部会において検討

を行ったところ、主な意見は次のとおり。 

 開発費等は安いので、単剤の薬価の合計より配合剤の薬価が安くなる

ルールをつくるべき。（三浦委員） 

 いずれにしても、算定ルールをきちんと作っておくべき。（安達委員） 

 

２）対応案 

 ○ 配合剤成分の単剤に後発医薬品が収載されて、当該単剤のみが特例引

下げの対象となった場合、配合剤薬価と単剤同士の合計薬価の比率が若

干上がることになる。 

 ○ そこで、内用配合剤の改定薬価については、次のいずれか低い方とし

てはどうか。 

① 成分の単剤が特例引き下げを受ける場合、配合剤についてもその

収載時の算定方法に基づき、単剤の引き下げ額を反映させた算定額 

② 配合剤の市場実勢価格に基づく算定額 

 

 

中医協 薬－４－１ 
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 ○ 具体的には、次のとおり。 

 

  

① 単剤の引き下げ額を反映させた算定額 

  

配合剤（Ａ＋Ｂ） 

 

単剤Ａ 

 

 

単剤Ｂ 

 

薬価比 

（配合剤薬価／

単剤合計薬価） 

収載時の薬価 １２０．００円 １００．００円 ５０．００円 ８０．０％ 

単剤のみ特例

引下げ後 
１２０．００円 ９４．００円 ４７．００円 ８５．１％ 

単剤の引き下

げ額を反映さ

せた算定額 

１１２．８０円 ９４．００円 ４７．００円 ８０．０％ 

 

② 配合剤の市場実勢価格に基づく算定額 

 

 

 

①又は②のいずれか低い方の額を改定薬価としてはどうか。 
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２．内用配合剤以外の薬価算定について 

 

１）これまでの経緯 

○ ７月２７日開催の当部会において、薬価算定組織から次のような提案

がなされた。 

 

（平成 21年 7月 27日 中医協「薬価算定の基準に関する意見」の抜粋） 

（４）配合剤について 

・ 平成２２年度制度改正から、内用配合剤について新しいルールにより、

原則、単剤の１日薬価の合計の８割を配合剤の薬価とする算定が行われ

ている。 

・ 近年、点眼薬、吸入薬などの配合剤も現れてきていることから、これら

についても、海外の状況等を踏まえ、内用配合剤と同様の取扱いができ

るかどうか検討してはどうかとの意見があった。 

 

○ 当日の議論において主な意見は次のとおり。 

・ （４）の配合剤だが、ここでは、点眼薬、吸入薬について、内用薬と

同様に検討できない事情があるのか、あれば、教えていただきたい。（中

島委員） 

 

２）検討及び対応案 

○ 平成２２年度制度改正時には、海外における配合剤の価格情報を参考に、

一定の価格傾向が確認されている内用配合剤について単剤合計薬価の８

割の薬価を基本とするルールが導入された。 

○ その後、内用薬９例、外用（点眼薬）３例が新たに薬価収載されたこと

から、これらの海外価格情報を収集した（中医協 薬－４－２参照）。 

○ その結果、点眼薬の３事例をみると、欧米の主要国における単剤の合計

価格と配合剤の価格は約９割～１０割であり、単剤の合計価格を上回る

ものもあった。 

 

 

 

  以上のことから、配合剤の特例ルールは内用配合剤のみを対象とする現在

の取扱いを継続してはどうか。 

 


